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※事務局記入欄 

№ 48 

【様式２】 

エントリー学校名： 
鹿児島県いちき串木野市立旭小学校 
活動名： 
校時表の改善を通して          
働き方改革＆学力向上 win win 

解決すべき課題： 
・ 児童の下校時刻を早めて，放課後の時間を有意義に過ごさせたい。 
・ 放課後に教職員の教材研究の時間を確保したい。 
・ 学力向上に向けた時間を確保したい。 
目標・方針：  
校時表を作成するに当たり，まず児童が活動する時間を確保し，十分な活動を保ちつつ早めに下校できる

ように改善を図る。また，そのことにより教職員の教材研究の時間確保につながる。また，登校してからの活動
時間を短くすることで学力の定着が懸念されるので，学力向上に向けた時間確保について提案する。 
活動内容：  

・ 職員会議で令和元年度に活用していた校時表をもとに改善点を出し合った。 
・ 改善点をもとに様々な案を提案した。午前中の活動，給食時間の位置付け，午後の活動から放課後ま
での流れを数案提案した。 

・ 放課後の充実と共に，学力向上に向けた時間の設置も提案した。 
・ 校時表が確定し令和 2年度に入り学力向上に向けた取組で，充実した時間が送れるように工夫した。 
活動の成果：  
・ 朝の活動が１つになり活動がしやすくなった。 
・ 放課後に成績処理や教材研究などをする時間が増え，定時に帰宅する日が増えた。 
・ 学力向上に向けた時間があり，充実した時間を過ごすことができている。 
・ 管理職がクラスに入り，複式学級を解消し取り組むことで十分な個別指導ができている。 
・ 児童も下校が早くなったことで，家庭で有効に時間を活用し，睡眠時間や家庭学習の時間の確保にもつ
ながった。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・ 校時表を作成するに当たり，簡素化できることを考慮したが，完全に廃止するのではなく，週 1 日にまと
めることで充実する時間の確保につながった。 

・ 授業時間を確保して下校時刻を早めることで，教職員の教材研究等の時間確保になり，児童にとっては
放課後時間の有効活用により，習い事の前に家庭学習を終わらせたり，お手伝いをしたりと家庭での過
ごし方に変化が出てきた。その中で，就寝時刻が早まり，睡眠時間の確保にもつながった。 

・ 学力向上を目的とした時間を特設したことで，各学年それぞれの課題を重点的に学習させることで十分な
定着を図れる時間がとれる。また,複式学級を解消し単式化して取り組むことで少人数での学習スタイルで
児童も質問がしやすい雰囲気もあり，達成感と満足感のある時間を過ごせる。 

＜写真、図表添付欄＞ 
図１ 令和元年度 校時表                     図２  令和 2年度 校時表 
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写真１〈学力向上に向けた時間の様子〉 
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〈職員〉 

・取組としてとてもよい。 

・集中して問題に取り組める。 

・全国学力調査のような活用問題に取り組めるのでよい。 

〈児童〉 

・分からないところが分かるようになってうれしい。 




